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使用過程車の増トンに伴う改造について  
 

 

 

１．車両総重量２０→２８ｔ（平成 5 年） 

道路運送車両の保安基準の一部を改正する省令（平成５年１１月２５日・運輸省令第３８号）の施行に

伴い車両総重量の規制が緩和され、使用過程車の増トンが可能となりました。増トン申請をするためには、

改造工事及び届出書類等が必要となりますので、詳細については各トレーラメーカーにお問い合わせくだ

さい。 

 

 

２．車両総重量２８→３６ｔ、車長１２→１３ｍ（平成 27 年） 

 平成２７年３月３１日に保安基準が改正され、同年５月１日に施行されました。 

 １）改正内容 

  特例８車種（注１）のセミトレーラについて、                                                                                                                              

  ①車両総重量の上限を３６トンに引上げた上で、「基準内」扱いになります。 

（右図中､「特例８車種の基準内」が引上げになった領域。 

保安基準の「最遠軸距」は、キングピン中心から最後軸中心です。）                                                                                                                                                                             

  ②車長の上限値を１３ｍに引上げた上で「基準内」扱いになります。（注２） 

 

  （注１）特例８車種 

     バン型、タンク型、幌枠型、コンテナ型、自動車運搬用、 

あおり型（ダンプセミトレーラを含む）、スタンション型、船底型。 

   （注２）車長について 

    キングピン中心～トレーラ後端までの長さの上限が１２ｍ以下から 

    １３ｍ以下になりました。 尚、トレーラの一番後ろの軸中心から 

    トレーラ後端までの長さに条件があります。 

 

 ２）使用過程車両の改造について 

  ①改造が可能か否かは、トレーラメーカーにお問い合わせください。 

  ②増トン改造、又は車長改造が可能な場合は、構造等変更検査手続きを行ない、新たな車検証の 

交付を受けます。 

  ③あおり型、スタンション型、船底型を改造した場合、構造変更届出書類に加え、「基準適合検討書」 

を改造後の諸元で提出が必要です。 

  ④特例８車種［上記 １）項の①及び②］は「事前書面審査制度」の対象となります。 

   審査期間は届出書の受理日から原則１５日以内です。当日受付けは出来ませんので、納車日に 

   ご注意ください。 
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